
平成25年度
沖縄県相談支援部会の取り組み

吉本多佳子（沖縄県立中部病院）

樋口美智子（那覇市立病院）

大久保礼子（琉球大学医学部附属病院）
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沖縄県
人口約140万人



肺
がんWG

沖縄県がん診療連携協議会

幹事会

沖縄県
琉球大学医学部附属病院
沖縄県立中部病院
那覇市立病院
北部地区医師会病院（支援病院）
沖縄県立宮古病院（支援病院）
沖縄県立八重山病院（支援病院）

がん登録
部会

緩和ケア
部会

研修
部会

相談支援
部会

地域ネット
ワーク部会

がん政策
部会

胃
がんWG

肝
がんWG

大腸
がんWG

乳
がんWG

前立腺
がんWG

運用
WG

沖縄県がん診療連携協議会組織図

普及啓発
部会

小児
がんWG

子宮
がんWG

事務局： 琉球大学医学部附属病院がんセンター（県拠点） 3



沖縄県がん診療連携協議会 相談支援部会委員

1 那覇市立病院総合相談センター長 ：MSW ◎

2 ハートライフ病院地域医療連携室 ：MSW ○

3 琉球大学医学部附属病院医療福祉支援センター ：MSW ○

4 沖縄県立中部病院 ：看護師

5 沖縄県地域統括相談支援センター ：ピアサポーター

6 居宅介護支援事業所なかがみ ：介護支援専門員

7 北部地区医師会病院 ：MSW
8 沖縄県立八重山病院地域連携室 ：看護師

9 沖縄県立宮古病院地域連携室 ：看護師

10 沖縄県立南部医療センター・こども医療センター ：MSW
11 琉球大学医学部附属病院がんセンター ：MSW
12 同上 ：事務職

13 同上 ：医師（がんセンター長）

14 沖縄県医務課医療対策班 ：主査 ★MLのみ参加 4



がんによる死亡者の減少
（75歳未満の年齢調整死亡率の20％減少）

すべてのがん患者及びその家族の苦痛の
軽減並びに療養生活の質の維持向上

全体目標

部会が
担当する
分野の
課題と目

標

施策
毎の
アウト
カム
目標

導き出
された
対策
項目

施策
毎の
アウト
プット
目標

施策

アク
ション
プラン

【施策5】
相談内容の
分析を行い、
部会計画の
改定等へ活
用する。

【施策6】
がん相談員を
対象とした研
修会（地域の
療養情報の
配布方法を含
む）を企画・開

催する。

【対策項目 1】
相談窓口の機能、役割について
の情報を患者、市民に知らせる

2014年3月ま

でに支援病院
で相談シート
を導入し、拠
点・支援病院
共通のがん相
談集計シート
を導入する。

2014年3月ま

でに各拠点病
院主催で年3
回実施し、100
人の実務者が
参加する。

【施策9】
2012年度に

作成した周
知用チェック
リスト（下敷
タイプ）の活
用を促し、
評価を行う。

【施策4】
患者家族満
足度調査実
施し、分析
結果の公開
と、相談支
援に活用す

る。

2013年9月ま

でにチェック
リストに関す
る評価アン
ケートを実
施し、分析
する。

2013年9月
までに予備
調査（認知
度）を終了
する。
2014年3月
までに100人
を対象とし
た本調査を
実施する。

【施策１】

患者必携
「地域の療
養情」第３版
を作成後の
調査と今後
の対策を行
う。

2013年9月
までにがん
に関連する
施設等を通
じて2万部
配布する。
2013年12月
までに評価
を実施し、
冊子の更新
を検討する。

【対策項目 2】
相談支援の充実と質の向上

【施策10】
2013年9月ま

でに県内の
がん診療を
行っている
病院のセカ
ンドオピニオ
ンリストを作
成する。

毎年セカンド
オピニオンリ
ストを更新し、
協議会ホー
ムページへ
掲載する。

【施策7】
沖縄県がん相

談支援セン

ター相談マ

ニュアル(小児

がん対応用)
を作成する

2013年9月ま

でに沖縄県版

のマニュアル

作成する。

2014年3月ま

でにマニュア

ルについての

研修会を開催

し、拠点病院

で利用を開始

する。

【施策11】
沖縄県へ相
談員の適正
配置を要望し、
相談員の実
務者研修参
加を増加させ
る。

2013年5月ま

でに沖縄県
へ配置につ
いての要望
書を提出し、
支援病院へ
実務者研修
の参加を促
す。

【対策項目 3】
運営資源の充実化

2014年3月
までに拠点
病院共催で
相談支援セ
ンターの広
報活動を１
回実施する。

中期目標：2015年3月までに県民の50％が相談窓口を知っていて、その８割が
がんの悩みを解決でき、相談窓口での対応に満足している。
指 標： ①相談窓口認知度、 ②患者満足度
測定方法：患者満足度調査、拠点・支援病院がん相談件数の合算、分析

最終目標： 2018年3月までに県民の80％が相談窓口を知っていてその８割ががんの悩
みを解決でき、質の揃ったがん相談員が拠点病院、支援病院に配置されている。
指 標：①相談窓口認知度、 ②患者満足度
測定方法：患者満足度調査、拠点・支援病院がん相談件数の合算、分析

【目標】がん患者さんやその家族ががん相談を希望すれば、いつでもどこでも質の高いがん情報の提供や相談が受けられ、
よりよい治療法及び療養場所を選択することができる。

【施策2】
相談支援セ
ンターに関
するチラシ
配布やラジ
オ番組の参
加等、広報
活動を行う。

平成25年度 相談支援部会 活動計画 概要
平成25年5月

がんになっても安心して暮らせる社会の構築

ピアサ

ポーター

等と連携し、

小児がん

サバイ

バーの

ネットワー

クづくりを

支援する。

毎年演題を

出し、部会

委員が発表

する。また、

学会にて最

新の情報を

収集する。

【施策8】
相談支援部

会の活動実

績を学会等

で報告する。

【施策3】
働く世代

や小児が

ん患者へ

の支援の

充実を図

る。

【ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ1】 【ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ2】 【ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ3】 【ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ4】 【ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ5】 【ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ6】 【ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ7】 【ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ8】 【ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ9】 【ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ10】 【ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ11】

【アウトカム1】
2015年3月までに県民全体の50％が相談できる場を
知っていて、希望した時にいつでも利用できる。

【アウトカム2】
相談員間で質の揃った対応が可能となり、その地域に不足
している資源や課題が明らかになる。

【アウトカム3】
インフォームド・コンセントが
行われる体制と、患者自らが
治療内容や治療法を確認し
選択できる環境が整備される。

【ｱｳﾄｶﾑ4】
拠点病院・
支援病院に
相談員が適
切に配置さ
れる。
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施策１ 「地域の療養情報」作成と配布の検討

制作・配布 アンケート 更新・制作

地域の療養情報 おきなわがんサポートハンドブックの作成（改訂・更新）と評価をする。
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施策１ 「地域の療養情報」作成と配布の検討

説明会実施医療機関 担当部会委員 実施日

済 琉球大学医学部附属病院〈県拠点病院〉 増田・大久保

6/3（月）医局長会議
6/3（月）リンクナース委員会
6/19（月）看護師長会議
6/24～7月末 医局会議（14診療科）

済 沖縄県立中部病院 〈地域拠点病院〉 吉本
8/7（水）15:00～緩和ケア委員会
8/8（木）7：30～医局会議

済 那覇市立病院 〈地域拠点病院〉 樋口
6/3（月）17：30～

済 沖縄県立宮古病院 〈支援病院〉 増田・大久保 10/1（火）17：15～18：00

済 沖縄県立八重山病院 〈支援病院〉 増田・大久保
8/23（金）17：15～18：00

済 北部地区医師会病院 〈支援病院〉 吉本
9/17（火）16：30～17：00

済
社会医療法人敬愛会 中頭病院・
ちばなクリニック

吉本
10/4（金）16：30～17：00

中部徳洲会病院 吉本 10月下旬頃

済 沖縄赤十字病院 増田・大久保
7/9（火）18：00～18:30

済 社会医療法人仁愛会 浦添総合病院 樋口 8/13（火）18：00～

済
社会医療法人かりゆし
ハートライフ病院

望月
8/15（木）17：30～ 医局会議

済 沖縄病院 沖縄病院
5/16（木）緩和ケアチーム委員会
5/28（火）医局会
6/10（月）看護師長会議

沖縄県立南部医療センター・
こども医療センター

永吉
調整中

社会医療法人友愛会 豊見城中央病院 増田・大久保
調整中

× 南部徳洲会病院 増田・大久保 先方の都合により開催せず。

済
那覇西クリニック・
那覇西クリニックまかび

樋口
8/26（月）17：30～18：00

済 宮良クリニック 樋口 8/3（土）

済 Dr久高のマンマ家クリニック 樋口 7/3（水）13:30～14：00

地域の療養情報「おきなわがんサポートハンドブック」普及と活用のため、各病院で説明会を開催した。
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施策２ 相談支援センターの広報活動

番組名：「チャットステーションL」
テーマ：「受けよう！ウチナ～！がん検診」
出演者：
ラジオパーソナリティ
宮良クリニック院長（乳腺外科医師）
相談支援部会委員２名
・吉本 多佳子（県立中部病院看護師）
・石郷岡 美穂（琉球大学医学部附属病院

医療福祉支援センターMSW）

※ラジオ番組の企画・運営は、普及啓発部会

がん検診啓発ラジオ番組への出演し、相談支援センターとハンドブックの広報をした。
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施策３ ピアサポーターとの連携、サバイバーのネットワーク支援

ピアサロンやピアサポート研修会に部会委員がファシリテーターとして参加した。
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施策５ 「共通相談シート」の運用と相談内容の分析

各拠点病院で対応したがん相談を統一した項目分類で集計、部会で定期報告し、が
ん相談の傾向を共有している。

・平成21年4月 試行版での運用を開始
・平成24年4月 運用するにつれ各病院間でバラ
つきがでてきていたため、具体的な運用方法と
シート内の項目や定義を見直し。

・平成25年10月 完成版（統一版）を作成、運用を
開始。
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施策６ がん相談員向け研修企画・運営

・各拠点病院を中心に、がん相談員実務者研修会を計３回開催した。
・部会委員でテーマや内容を検討し、各病院で１回ずつ主催している。
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施策１１ 相談員の適正配置と実務者研修参加者の増加

・平成24年3月、沖縄県知事へ相談員の適正配置の要望書を提出した。
・がん相談員ネットワークリストの整備

■がん相談支援員実務者ネットワーク
・活動目的 ：メーリングリストによる情報交換、研修会・研究会・講演会等の企画・

運営・参加
・活動日 ：がん相談支援員実務者研修会、県ＭＳＷ定例研修会、その他必要時
・活動内容 ：

①がん相談・緩和ケア等の相談支援業務に必要な基本的な知識・技術を習得する
（講義、ＤＶＤ視聴、演習等を行う）

②がん相談支援・緩和ケア等の質的向上を図るための調査・研究を行う
③実務者同士の情報交換と親睦を図る

・登録医療機関 ：がん診療を行う医療機関 計 １８ 施設
県拠点病院（１施設）、地域拠点病院（２施設）、支援病院（３施設）、
がん専門医療機関（１０施設）、ホスピス（２施設）
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施策４ 患者家族満足度調査の実施と分析結果の公開、相談支援への活用

満足度調査の予備的調査として、認知度調査を計画。
調査票の作成、調査対象や実施場所等の設定など検討中。

施策８ 学会等で相談支援部会活動実績の報告、最新情報の収集

平成25年は沖縄県の共通相談シートの運用について社会福祉士学会で報告した。

施策９ 「チェックリスト（下敷タイプ）」の活用促進と評価。

アンケート調査を行う予定であったが、評価表など検討段階。

施策７ 「相談支援センターマニュアル（小児がん対応）」の作成

症例数が少ない小児がんに関する相談へも対応できるよう、小児担当MSW中心に
マニュアルを制作。作業部会を３回開催、今年度中に完成予定。

13

施策１０ セカンドオピニオンリストの作成（更新）と共有

県内のがん診療を行っている病院のセカンドオピニオンリストを作成。協議会ホーム
ページで公開している。



相談支援部会 今後の課題

１．認知度調査や満足度調査など、利用者からの
フィードバックを得るための取り組みや仕組みづくり

２．がん相談員実務者研修会の位置づけの明確化

３．他部会との共同
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平成25年度 緩和ケア部会 活動計画概要



１．目的

①患者さんやご家族が療養先を決定する際
の相談支援を十分行うためのツールとし
て活用すること。

②施設間の情報交換・共有がより円滑にす
ること。

２．作成

平成22年6月より、沖縄県内の緩和ケア病

棟入院時における「緩和ケア情報シート」
統一様式を作成。

３．運用

緩和ケア病棟のある医療機関と紹介元に
て運用中。情報提供書に添付。

■緩和ケア情報シートの作成と運用

17

緩和ケア部会



目的

①緩和ケアを必要とする患者が、その主旨に同意を得たうえで、安心して在宅療養へ

移行すること

②多職種の連携により質の高い在宅療養生活を継続できるよう支援すること

18

■沖縄県在宅緩和ケア地域連携パス（てぃーあんだパス）の作成

緩和ケア部会



がんにより死亡する人の減少
がんの年齢調整死亡率（75歳未満、人口10万人当たり）を平成29年
度までに20％減少させる。

すべてのがん患者及びその家族の苦痛の軽減並びに療養生活
の質の維持向上全体目

標

【ｱｳﾄｶﾑ目標 1】
医療者、行政などから医療機関
の機能や役割が見え医療資源

が適切に有効活用される。

部会
が担
当する
分野
の課
題と目
標

施策毎
のアウ
トカム目

標

ワーク
シート1
で導き
出され
た対策
項目

施策毎
のアウ
トプット
目標

施策

アク
ション
プラン

【対策項目 1】
医療者、行政などすべ
てに対する情報不足の

解消

【対策項目 2】
地元医療施設での治療の促進

【施策

3】
がん

地域

連携ク

リティ

カルパ

ス研修

会を企

画開

催する。

【ｱｳﾄｶﾑ目標 2】
地元の施設にかかる患者の増加

【目標】 住んでいる地域にかかわらず県民が希望する医療を受けられる。

【施策7】
①

肺がん地
域連携パ
スの運用、
改訂、評

価
各施設の
運用強化
を行う

【施策7】
②

胃がん
地域連
携パス
の運用、
改訂、評

価
各施設
の運用
強化を
行う

【施策7】
③

肝がん
地域連
携パスの
運用、改
訂、評価
各施設
の運用
強化を行

う

【施策7】
④

大腸が
ん地域
連携パス
の運用、
改訂、評

価
各施設
の運用
強化を行

う

【施策7】
⑤

乳がん地
域連携パ
スの運用、
改訂、評

価
各施設の
運用強化
を行う

【施策7】
⑥

前立腺
がん地
域連携
パスの
運用、改
訂、評価
各施設
の運用
強化を
行う

【施策5】

胃がんと

大腸が

んの化

学療法

のパスを

作成し、

連携する

施設に

対し、研

修会を行

う。

【施策

6】
子宮が
ん地域
連携パ
スを作
成する

平成25年2月6日

【アウト

プット

目標3】
2014年
3月ま

でに5
回、院

内又は

一般向

けに研

修会を

行う

【アウト

プット目標

5】2013年
6月までに

化学療法

のパスを

作成し、

2014年3
月までに

研修会を

行う

【アウト

プット

目標6】
2014年
3月ま

でに子

宮がん

地域連

携パス

を作成

し、運

用する

【アウトプッ

ト目標7】①
2014年3月
までに10人、

沖縄県内

でがん地

域連携クリ

ティカルパ

スを適用す

る

【アウト

プット目

標7】②
2014年3
月までに

30人、

沖縄県内

でがん地

域連携ク

リティカル

パスを適

用する

【アウト

プット目標

7】③
2014年3
月までに

10人、

沖縄県内

でがん地

域連携ク

リティカル

パスを適

用する

【アウトプッ

ト目標7】④
2014年3月
までに50人、

沖縄県内

でがん地域

連携クリ

ティカルパ

スを適用す

る

【アウト

プット目標

7】⑤
2014年3
月までに

100人、

沖縄県内

でがん地

域連携ク

リティカル

パスを適

用する

【アウト

プット目標

7】⑥
2014年3
月までに

30人、

沖縄県内

でがん地

域連携ク

リティカル

パスを適

用する

中期目標： 2015年までにすべての病院・施設がパスについて知識をもち、
各医療機関の医療資源を把握し、有効活用する

指標：パス患者適用率 指標：パス患者適用率測定方法：拠点・支援病院のパス対象
患者数・適用患者数の件数を合算、分析

測定方法：拠点・支援病院のパス対象患者
数・適用患者数の件数を合算、分析

最終目標 ： 2018年までに県民が希望する医療を受けられるよう、患者の意見を

聞き、希望するすべての患者にパスを適用し、地元の施設に係る患者の増加、拠
点病院の集中化解消を行う。

【施策9】
地域ネッ

トワーク

部会の活

動を学会

報告およ

び実績を

論文化す

る

【アウト

プット目標

9】
毎年、部

会委員が

発表する

2014年３

月までに

論文を作

成する

【施策2】
沖縄県の
医療施設
の実態を
把握する
ため、2012
年沖縄県
が行った
「沖縄県医
療機能調
査」の結果
を公表す
るよう働き
かける。

【施策1】
八重山・宮
古・久米島・
北部ではが
ん診療を
行っている
医療機関に、
院内がん登
録を用いて
「症例区分）」
を集計し、診
療実態を明
らかにする。

【アウトプット

目標1】
2013年3月ま

でに院内がん
登録データを
収集し、院内
がん登録
データを用い
て症例区分を
集計する。

【アウトプッ

ト目標2】
沖縄県医

療機能調

査の結果

を地域連

携パスの

運用に活

用する。

【施策8】
小児が
んおよび
希少が
んＷＧを
設置す

る

【アウトプッ

ト目標8】
2013年11
月までにＷ

Ｇで小児が

んおよび希

少がんの

医療連携

について検

討を開始す

る

【アウト

プット目

標4】

2014年3

月までに

A4,A5の

2パター

ンを作成

し、配布

及びＨＰ

に公開

する

【施策

4】

私のカ

ルテの

充実を

図る。
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